
徳島大学
基金 
人・地域をはぐくみ
未来をつくる

　皆さまには、平素から徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々なご支援・ご理解を賜り、
誠にありがとうございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新しい時代と社会の課題に応え
うる教育・研究の充実を図って参ります。徳島大学が将来にわたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を
精進していくには、長期的に安定した財産基盤の強化、基金の充実が不可欠です。教職員はもとより、卒業生、
保護者の方 を々はじめ、個人、企業、団体などの皆様におかれましては、温かいご支援とご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

　徳島大学附属図書館は、読書会や授業の場として親しま
れている本館東側公園の改修整備を行いました。学生・教
職員のほか、徳島市移動図書館「いずみ号」を利用される市
民が憩える場所として活用していただいています。

　徳島大学は、コロナ禍で生活に困窮する学生を支援す
るため徳島大学生協での「食事」等の利用時に使用できる
クーポンを学生約350名に配付しました。学生からは「アル
バイトが減り食費を切り詰めていたが、きちんとしたものが食
べられる」など、喜びの声を聞くことができました。

「食の支援」学生支援
クーぽんを配付

（教育・研究・社会貢献事業により
令和4年実施）

植村 新 様　 ウプレティ 美樹 様　 片山 和久 様　 四宮 隆司 様　 下岡 靖宜 様　 田中 敏 様　 山口 勝己 様

株式会社不二鉄工所 様

2022年4月から6月までの間に、徳島大学基金にご寄附をいただいた皆さまのご芳名をご紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

寄附者のご紹介

上記のほか、公開を希望されない方10名及び3法人・団体様からご寄附をいただきました。
お気づきの点がございましたら、おそれいりますが、下記お問い合わせ先までご連絡いただけますようお願いいたします。

〈個人の皆様 五十音順 〉

〈法人・団体の皆様 〉

徳島大学長   河村 保彦

活用事例                   皆さまからの温かいご支援を活用させていただきました。ありがとうございました。

「工学部創立
50周年記念公園」の
改修整備

（徳島大学創立70周年記念
事業により令和3年実施）

徳島大学基金はインターネットから寄附を受け
付けています。ご支援は、クレジットカード、イン
ターネットバンキング（ペイジー）、コンビニ決済
をご用意しています。書面での寄附申込を希
望される場合は、徳島大学総務部未来創造課

（tel:088-656-9979）までご連絡ください。

徳島大学へのご寄付には税法上の優遇
措置が適用されます。別途お送りする領
収書を控除証明書として確定申告書に
添付し、所轄税務署へご提出ください。

基金の申込方法 税制上の
優遇措置

詳細はこちら 詳細はこちら

お問い合わせ先 徳島大学 総務部未来創造課
電話： 088 - 656 -9 979 E-mail： dosok i k in k@tokush i ma-u.ac .jp
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岩
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智
憲

　

今
回
の
テ
ー
マ
﹁
医
光
╱
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
は
、"
光
" 

を
通
し
て
本
来
、
見
え
な
い
病

気
を
見
え
る
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
可
視
化
研

究
の
賜
物
と
い
え
ま
す
。
こ
の
見
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
大
脳
に
占
め
る
視
覚
野
の
範
囲
が
非

常
に
広
い
こ
と
か
ら
も
、
多
く
の
情
報
を
得
る
だ

け
で
な
く
、
新
し
い
発
想
の
起
点
に
も
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

と
くtalk

で
も
徳
島
大
学
の
取
組
や
情
報
を

見
え
る
化
し
て
読
者
の
皆
さ
ま
に
伝
わ
り
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
徳
島
大
学
に
な
か
な
か
く
る
機
会

が
な
い
と
い
う
保
護
者
の
方
の
声
も
お
聞
き
し
ま

す
が
、
こ
の
と
くtalk

を
手
に
し
た
皆
さ
ま
に

徳
島
大
学
の
今
や
明
る
い
未
来
を
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

徳大広報
とくtalk

徳島大学
ホームページ
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 新しい価値を創り出せる人材育成

医光 / 医工融合プログラム
● 文部科学省より、魅力ある地方大学の実現に資する地方国立大学の定員増に選定されました。
● 学部等横断型の特別プログラム「医光／医工融合プログラム」を理工学部 理工学科に設置し、
   令和5年4月から学生を受け入れる予定です。
● 未来を切り拓き「キラリと光る徳島大学」の実現を目指していきます。

徳
島
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省
「
令

和
5
年
度　

魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
実

現
に
資
す
る
地
方
国
立
大
学
の
定
員

増
」 

に
対
し
、「
次
世
代
ひ
か
り
ト
ク

シ
マ
若
者
雇
用
創
出
計
画
〜
『
医
光
╱

医
工
融
合
人
材
』
が
切
り
拓
く
新
た
な

地
方
創
生
〜
」
と
し
て
「
医
光
╱
医
工

融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
申
請
し
、
本
年

6
月
に
文
部
科
学
省
よ
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

 「
医
光
╱
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
理
工
学
部
と
医
学
部
及
び
関
連
研
究

所
に
よ
る
学
部
等
横
断
型
の
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、「
光
工
学
、
医
学
的
な
知

見
と
A
I
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に

必
要
な
知
見
を
併
せ
持
ち
、
起
業
や
産

業
界
の
研
究
・
企
画
部
門
等
で
活
躍
す

る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
人
材
」
を
養
成

し
、
地
方
創
生
に
資
す
る
人
材
を
輩
出

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
定
員
増
は
、
地
方
創
生
に
あ

た
り
、
地
域
貢
献
の
役
割
や
自
ら
の
存

在
価
値
を
自
覚
し
、
地
方
公
共
団
体
、

地
元
産
業
界
等
と
連
携
し
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
つ
つ
、
特
色
と
強
み

を
最
大
限
に
活
か
す
魅
力
あ
る
大
学
の

実
現
に
資
す
る
取
組
に
特
例
的
、
限
定

的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
地
方
創

生
に
資
す
る
魅
力
的
な
地
方
国
立
大
学

と
し
て
、
学
生
を
惹
き
つ
け
、
地
域
の

産
業
・
雇
用
を
創
出
、
人
の
好
循
環
を

生
み
出
す
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
医
光
／
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
基
盤
と
な
る
光
工
学
分
野
の

み
な
ら
ず
、
医
学
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
企
業
家
（
起
業
家
）
精

神
）
、
情
報
科
学
の
幅
広
い
知
見
を
有

す
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
人
材
育
成
の
た

め
、
関
連
の
必
修
科
目
・
選
択
科
目
を

教
養
教
育
と
専
門
教
育
で
学
べ
る
よ
う

次
の
特
色
を
有
し
て
い
ま
す
。

● 

光
工
学
を
中
心
に
、
基
礎
的
な
医
学

系
科
目
に
よ
り
医
学
的
な
知
見
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
科
目
、
A
I
･
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
も
体
系
的
に
学
べ
ま
す
。

● 

特
徴
的
な
科
目
と
し
て
、

教
養
教
育
：
理
工
学
概
論
（
医
工
）
、

基
礎
生
物
、
医
療
基
盤
、
医
療
機
器
開

発
入
門
、
起
業
を
知
ろ
う
な
ど

専
門
教
育
：
光
工
学
分
野
の
基
礎
的
科

目
の
ほ
か
、
病
理
学
概
論
、
臨
床
医
学

概
論
、
ウ
イ
ル
ス
学
、
免
疫
学
、
ス
キ

ル
ス
ラ
ボ
実
習
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
演
習
、
A
I
基
礎
な
ど
が
開

講
さ
れ
ま
す
。

● 

そ
の
他
、
学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
県
内
企
業
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
参
加
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
等
を
体
系
的
に
組
み
込
ん
で
い
ま

す
。 

● 

1
年
生
か
ら
本
学
が
誇
る
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
研
究
者
が
手
厚
く
メ
ン
タ
ー
（
助

言
、
指
導
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

人
）
と
し
て
対
応
し
、
メ
ン
タ
ー
指
導

の
も
と
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
に
触
れ
る

学
び
の
環
境
を
構
築
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
色

で
あ
る
医
光
学
ニ
ー
ズ
の
探
索
・
コ
ン

セ
プ
ト
創
出
・
実
践
／
実
証
を
通
し
た

統
合
的
体
験
型
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
1
年
次
か
ら
研
究
室
配
属
を
行

い
、
自
ら
課
題
を
設
定
、
解
決
法
を
探

る
体
感
型
実
践
教
育
を
行
い
ま
す
。
4

年
間
を
通
し
た
体
感
型
実
践
教
育
に
よ

り
、
学
生
は
世
界
水
準
の
研
究
に
触

れ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
異
分
野
の
学

び
に
よ
る
多
様
な
視
点
を
習
得
す
る
と

と
も
に
、
実
践
に
基
づ
い
て
学
生
が
主

体
的
に
学
習
・
探
究
す
る
能
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
教
育
を
受
け
ま
す
。

ニュース!!

概要

医
光
／
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

特 

集

特集  医光／医工融合プログラム
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本
学
は
、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受

賞
者
を
輩
出
し
た
青
色
L
E
D
研
究

を
は
じ
め
と
す
る「
光
科
学
分
野
」、医

学
、歯
学
、薬
学
、医
科
栄
養
学
、保
健

学
及
び
病
院
を
有
す
る「
総
合
医
科

学
分
野
」が
強
み・特
色
で
す
。理
工
学

部
は
、国
内
で
初
め
て「
光
」を
学
科
名

に
冠
し
た
学
科
を
設
置
し
、種
々
の
専

門
分
野
で
個
別
に
行
わ
れ
て
き
た
光

工
学
関
連
の
教
育
・
研
究
を
組
織
化
・

体
系
化
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
分
野
で
は
、
酵
素
学
に
関
す
る

先
端
的
な
疾
患
生
命
医
学
研
究
を
推
進

し
、
高
い
研
究
力
を
誇
る
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点
「
先
端
酵
素
学
研
究

所
」
を
有
し
、
文
化
功
労
者
の
輩
出
、

急
性
膵
炎
特
効
薬
開
発
等
の
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
は
、平
成
30
年
度
に
採

択
さ
れ
た
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創

生
交
付
金
事
業
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト

L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究
所
を
中

心
に
未
開
拓
領
域
の
波
長
に
係
る
次
世

代
光
研
究
開
発
と
医
光
融
合
研
究
と
し

て
、
大
容
量
高
速
低
遅
延
通
信
技
術
開

発
、
健
康
寿
命
延
伸
に
資
す
る
非
侵
襲

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
の
研
究
開
発
等
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
医
光
／
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
こ
う
し
た
、
医
光
（
工
）
分
野
に

お
け
る
顕
著
な
実
績
、
強
み
を
持
つ
徳

島
大
学
だ
か
ら
こ
そ
推
進
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
最
先
端
研
究
の
推
進
や
、
研
究

を
通
じ
た
人
材
育
成
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

医
光
／
医
工
融
合

教育研究事例

進路について

光を駆使した顕微分光学と医光応用

新しいがん診断技術の研究開発

研究概要　顕微分光学は、顕微鏡下のミクロの世界で光の色の特徴を活用
して、試料の性状や光と分子の相互作用を明らかにする学問です。私たちは、
顕微分光学を駆使し、分子を読み解く次世代の光基盤技術の創出、医療を中
心とした革新的応用の開拓を行っています。
　光基盤技術の創出ラマン散乱分光法は、染色等の特殊な処理をせずに試料
中の分子構造に関する情報を計測することができます。光コム分光法は、高度
に制御された極限的光源である光コムの特性を活用し、光の特徴（強度、位相、
偏光、波長、時間波形など）を明らかにすることができます。次世代光源であ
る光コムの活用や効果的なラマン散乱光の計測法の開拓により、次世代の顕
微分光基盤の開拓を行っています。
　医光応用の開拓ラマン散乱分光法などの基盤技術を活用し、心筋梗塞診断
や患者 QOL 向上のための末梢神経検出法など、医療に活用できる新たな医
光応用の開拓を行い、創造的超高齢社会を支える革新的医療基盤の実現を目
指しています。

奥崎：今日は、大学院で光について学んでいる先輩の白山さんと、来年度
から新設される医光/医工融合プログラムについてお話したいと思います。
白山：よろしくお願いします。既存の光システムコースと医光/医工融合プ
ログラムは違うコースなんですよね。
奥崎：独立した新設のプログラムのようです。そもそも授業内容が違い、
医光 / 医工融合プログラムでは、理工学部だけでなく、医学部の授業も
専門科目として学ぶそうです。
白山：そうなんですか、かなり違ってくるんですね!
奥崎：さらに医光 / 医工融合プログラムでは1年生から研究室に配属され
るそうです。白山さんはいつ頃研究室に配属されましたか？
白山：4年生のときでした。
奥崎：そうなんですね。私はまだ研究室に配属されていないので、大学院
生の白山さん目線で、1年生から研究室配属が始まるメリットについてぜ
ひお伺いしたいです!

白山：そうですね～、研究内容についてしっかり学習する時間が確保でき
るというところがかなり大きいと思います。というのも、僕自身、研究内容
について勉強する時間がもっと欲しいと感じるときがあるんです。
奥崎：そうなんですね。他にも、起業家精神を学ぶ、アントレプレナーシッ
プ教育が専門科目になるそうです。
白山：僕は、事業やアイデアを新しく生み出すには、独自の専門性や高い
技術力が必要になってくると思います。専門性と起業家精神の両方を学べ
るこのプログラムがあると、これまでにない、新しい産業の可能性が広が
りそうですね！
奥崎：おお～、たしかに！ 新時代の戦力になりそうですね！院生ならでは
の目線でお話をしていただき、ありがとうございました！これから始まるプ
ログラムから目が離せませんね!

研究概要　私たち病理医は生体から採取された組織や細胞を肉眼や顕微鏡
で詳細に観察して病理診断を行っています。正確な病理診断は正しい治療の
原点であり、最終診断である病理診断には常に100%の正確さが求められます。
　しかし、組織や細胞の形態のみでは判断に苦慮する場合も多く、形態以外の
プラスαの情報をいかに効率良く獲得するかが重要な課題となっています。
　私たちは医光（工）それぞれの研究者の知識と技術を活かし、がんの診断の
質の向上を目的として、A Iと機械学習を組み合わせた形態診断補助法の確立
や、ラマン散乱光分析や質量分析を用いた異型細胞の迅速診断法の開発に取
り組んでいます。
　また、ラマン散乱光顕微鏡や SHG 顕微鏡などを病理組織の解析に応用し、
脂肪性肝炎や肝線維症などの病態進展機序の解明にも取り組んでいます。

ポストLEDフォトニクス研究所 准教授  南川 丈夫  （みなみかわ  たけお）

大学院医歯薬学研究部 教授  常山 幸一  （つねやま  こういち）

①  次世代LEDの新製品開発等に係る光関連産業
②  医療機器など医療関連産業
③  一般企業入社後に企業内第2創業・
　  ベンチャー企業の創業　
④  大学院進学

想定される進路

革
新
的
な
医
療
機
器
等
を
開
発
し
実

用
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
日
の
医

療
用
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
機
器
や
診
断
機
器

の
開
発
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
医
学
と
光

（
工
）
学
の
両
方
に
専
門
性
を
持
つ
人

材
は
も
と
よ
り
、「
目
利
き
」
や
「
橋

渡
し
」
が
で
き
る
分
野
横
断
的
な
人
材

や
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
厭
わ
な
い
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
有
す
る
、
ま
さ

に
徳
島
大
学
が
育
成
を
目
指
す
「
医
光

／
医
工
融
合
人
材
」
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
後
の
過
疎
化
時

代
に
お
け
る
遠
隔
医
療
や
家
庭
で
の
手

軽
な
健
診
は
創
造
的
超
高
齢
社
会
に

と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
医
光
／

医
工
融
合
人
材
は
、
こ
う
し
た
社
会
の

要
請
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
光
関
連
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、

医
療
機
器
関
連
産
業
や
、
医
療
ニ
ー
ズ

を
徹
底
的
に
探
索
し
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
展
開
す
る
医
療
・
健
康
関
連

産
業
へ
の
就
職
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
部
卒
業
後
、
高
度
専
門
職

と
し
て
の
知
識
や
ス
キ
ル
、
あ
る
い
は

研
究
能
力
を
備
え
る
た
め
に
大
学
院
へ

進
学
し
、
そ
の
後
、
光
関
連
産
業
や
医

療
関
連
産
業
、
あ
る
い
は
研
究
機
関
や

行
政
機
関
等
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特集  医光／医工融合プログラム

公式サイト

大学院創成科学研究科理工学専攻光システムコース 1年  

白山 優斗  （しろやま ゆうと）

理工学部理工学科光システムコース 3年  

奥崎 紗矢  （おくざき さや）

医
光
／
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

光
シ
ス
テ
ム

知
能
情
報

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム

応
用
化
学
シ
ス
テ
ム

機
械
科
学

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン

自
然
科
学

数
理
科
学

理工学部理工学科

昼間 550名 / 夜間主 45名 / 
3年次編入 35名

昼間 30名

医光 / 医工融合プログラムについて勉強中の
インターンシップ学生奥崎さん。
同じ光を学ぶ先輩後輩で、
新プログラムについて対談しました。

進学：
本学大学院創成科学
研究科理工学専攻

就職

進学：他大学大学院

進学：本学大学院
　　　医学研究科等

進路内訳
現在の想定
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全
国
的
に
も
珍
し
い
口
腔・顔
面
の

痛
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
セ
ン
タ
ー

麻
酔
科
で
手
術
麻
酔
、
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
緩
和
医
療
、
救
急
・
集
中
治

療
な
ど
様
々
な
こ
と
を
手
が
け
て
き
た

と
い
う
川
人
先
生
。

昨
年
8
月
に
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究

部 

歯
科
麻
酔
科
学
分
野 

教
授
に
就
任

後
、
今
年
4
月
か
ら
徳
島
大
学
病
院
長

補
佐
と
し
て
医
科
歯
科
連
携
に
一
層
力

を
入
れ
、
8
月
に
『
徳
島
大
学
病
院
痛

み
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

「
例
え
ば
非
定
型
顔
面
痛
や
三
叉
神

経
痛
な
ど
に
加
え
、
実
際
に
歯
は
悪
く

な
い
の
に
歯
が
痛
い〝
非
歯
原
性
歯
痛
〞

と
い
わ
れ
る
痛
み
の
治
療
は
非
常
に
難

し
い
の
で
す
が
、
徳
島
大
学
歯
学
部
に

は
日
本
口
腔
顔
面
痛
学
会
の
理
事
長
を

務
め
る
松
香
芳
三
教
授
を
筆
頭
に
多
く

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
方
が
在
籍
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
国
で
唯
一
歯
学
部
を

有
す
る
徳
島
大
学
の
強
み
を
生
か
し
、

協
力
し
て
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」。

擦
り
傷
、
刺
し
傷
、
火
傷
な
ど
の
急

性
の
痛
み
は
鎮
痛
薬
や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
神

経
の
痛
み
や
心
理
的
・
社
会
的
要
因
な

ど
が
絡
ん
だ
痛
み
、
時
間
が
経
っ
て
治

り
に
く
く
な
っ
た
慢
性
疼
痛
な
ど
は
、

が
、
最
近
で
は
麻
酔
薬
が
狭
心
症
な

ど
の
治
療
に
も
有
効
な
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
麻
酔
薬
に
は
各
種
臓
器
の
保
護
作

用
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
や
血
管
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
し
て
、
更
に
保
護

的
な
役
割
も
果
た
す
と
い
っ
た
効
果

も
わ
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
う

し
た
良
い
作
用
に
も
注
目
し
て
も
ら

え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

川
人
先
生
は
以
前
か
ら
循
環
系
、

特
に
血
管
の
薬
理
学
や
生
理
学
を
研

年
は
ワ
ー
ス
ト
5
位
と
依
然
、
糖
尿
病

死
亡
率
の
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
私
の
も
う
一
つ
の
専
門
は
体
外
循

環
・
人
工
臓
器
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
話

題
と
な
っ
た
E
C
M
O
（
人
工
肺
と
ポ

ン
プ
を
用
い
た
体
外
循
環
回
路
に
よ
る
治

療
）
な
ど
、
呼
吸
・
循
環
・
代
謝
な
ど

を
補
助
す
る
機
器
に
も
興
味
を
も
っ
て

い
て
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
診
断
と
治

療
に
使
う
人
工
膵
臓
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

人
工
膵
臓
は
、
血
糖
値
を
連
続
モ
ニ

タ
ー
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
イ
ン
ス
リ

ン
と
グ
ル
コ
ー
ス
が
自
動
注
入
さ
れ

て
、血
糖
値
を
全
自
動
で
補
正
し
ま
す
。

手
術
中
と
手
術
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
使

い
ま
す
。
徳
島
県
は
糖
尿
病
の
患
者
さ

ん
が
非
常
に
多
い
の
で
、
こ
の
分
野
の

研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
の
予
後
改
善
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

た
ら
、
と
思
い
ま
す
」。

専
門
性
を
い
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
医
療
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
川
人

先
生
。
11
月
に
は
『
麻
酔
科
医
の
た
め

の
体
外
循
環
の
知
識
（
克
誠
堂
出
版
）』

を
上
梓
さ
れ
る
そ
う
な
の
で
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

精
神
科
、
神
経
科
、
理
学
療
法
士
、
臨

床
心
理
士
等
、
多
職
種
で
連
携
し
て
集

学
的
に
治
療
を
行
う
の
だ
と
か
。

口
腔
・
顔
面
の
痛
み
に
も
専
門
的
に

対
応
で
き
る
痛
み
セ
ン
タ
ー
は
全
国
的

に
珍
し
く
、期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

麻
酔
の
効
用
に
着
目
し
た

基
礎
研
究
に
も
注
力

一
般
的
に
麻
酔
と
聞
く
と
、
な
ん

と
な
く
恐
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

究
し
て
い
て
、「
血
管
平
滑
筋
や
内
皮

細
胞
に
麻
酔
薬
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
」
と
い
っ
た
研
究
も
行
っ

て
き
た
と
い
い
ま
す
。
今
後
は
歯
周

病
と
酸
化
ス
ト
レ
ス
・
細
胞
骨
格
制

御
、
血
管
機
能
障
害
と
腸
内
環
境
の

関
係
な
ど
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
。
現
在
、
医
局
は
8
名
。

大
学
院
生
な
ど
若
い
先
生
を
中
心
に

臨
床
研
究
に
加
え
、
基
礎
研
究
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。

最
先
端
研
究
探
訪
［
取
材
］

病院 病院長補佐（医歯連携担当）   

川人 伸次  （かわひと  しんじ）

医科歯科連携で、待望の「痛みセンター」開設
徳島に根を張り、地域医療に貢献する

臨
床
研
究
は
血
糖
値
連
続

モ
ニ
タ
リ
ン
グ・コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム（
人
工
膵
臓
）を
使
っ
た

周
術
期
の
強
化
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
も

川
人
先
生
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
徳
島

県
。「
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
2
年
間
以

外
は
、ほ
ぼ
ず
っ
と
徳
島
で
す
」
と
い
い
、

徳
島
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
…

と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
糖
尿
病

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

徳
島
県
は
平
成
5
年
〜
平
成
18
年
の

14
年
連
続
で
「
糖
尿
病
死
亡
率
全
国

ワ
ー
ス
ト
1
位
」
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
、
県
医
師
会
と
共

同
で
「
糖
尿
病
緊
急
事
態
宣
言
」
を

行
い
、注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
直
近
の
デ
ー
タ
を
み
て
も
令
和

元
年
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
、
令
和
2

徳島大学病院痛みセンター：
https://www.tokushima-hosp.jp/department/circulatory_
center.html?view=1&rank_code=center&belong_
code=c66 痛みセンターの多職種連携図

若手3人（左から）髙田真里菜さん、篠島理さん、西川美佳さん

医局員の集合写真（一人欠席で7名）

ラット大動脈血管平滑筋の張力測定実験

臨床研究の図、人工膵臓のコンセプト

基礎研究の図（ニューロン（神経細胞）、アストロサイト（星状膠細胞）、血管
平滑筋細胞から成る神経ー血管カップリング）
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松
尾
さ
ん
が
守
安
先
生
の
研
究
室
を

選
ん
だ
の
は
、研
究
室
訪
問
の
際
に「
一

番
難
し
そ
う
」
と
思
っ
た
か
ら
。「
難

し
そ
う
だ
け
ど
、
そ
こ
に
惹
か
れ
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
、
自
ら
考
え
る
力
を

分
野
の
研
究
を
し
た
い
と
い
い
ま
す
。

過
去
に
守
安
先
生
の
研
究
室
で
確
率

論
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
た
学
生
が

い
て
、
石
村
さ
ん
が
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
が
同
じ
だ
っ
た
こ

と
が
、
こ
の
研
究
室
を
選
ん
だ
き
っ
か

け
。
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
数

学
的
思
考
は
将
来
、
間
接
的
に
役
に
立

つ
と
感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

守
安
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ゼ
ミ
を
通
し
て
学
生
に
期
待
す
る
こ

と
を
守
安
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

「
院
生
に
関
し
て
言
え
ば
、
学
部
の
時

に
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
抽
象

的
な
問
題
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
な
か

な
か
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を

し
っ
か
り
乗
り
越
え
て
、
松
尾
く
ん
が

言
っ
て
い
た
よ
う
に
し
っ
か
り
考
え
る

力
、
論
理
的
に
考
え
る
力
を
身
に
つ
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
部
生
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
な
ど
、

具
体
的
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
そ
れ
も
し
っ
か
り
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
可
能
な
ら
ば
大
学
院

へ
進
学
し
て
抽
象
的
な
数
学
に
触
れ
る

こ
と
で
学
び
の
世
界
を
拡
げ
て
欲
し
い

で
す
。

大
学
の
勉
強
と
い
う
の
は
す
ご
く
狭

い
範
囲
で
、
卒
業
し
て
か
ら
学
ぶ
こ
と

の
方
が
断
然
多
い
で
す
か
ら
、
そ
れ
に

対
応
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
も
、

資
格
取
得
も
研
究
も

と
に
か
く
頭
を
使
う

数
学
の
研
究
室

令
和
4
年
度
前
期
、
守
安
先
生
の
も

と
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
受
験
に
向
け
て

勉
強
に
励
ん
だ
と
い
う
西
本
さ
ん
。
ア

ク
チ
ュ
ア
リ
ー
と
は
「
確
率
や
統
計
な

ど
の
手
法
を
用
い
て
、
将
来
の
不
確
実

な
事
象
の
評
価
を
行
い
、保
険
や
年
金
、

企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の

多
彩
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
数
理

業
務
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」（
※

公
益
財
団
法
人
日
本
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
で
、
過
去
10
年

の
合
格
率
の
平
均
は
15
％
〜
20
％
だ
と

か
。
将
来
、
保
険
会
社
に
就
職
し
、
一

人
一
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
保
険
プ
ラ

ン
を
提
案
で
き
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
に

な
り
た
い
と
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

松
尾
さ
ん
は
記
号
力
学
系
の
中
の
擬

軌
道
追
跡
性
に
つ
い
て
、
学
部
生
の
頃

か
ら
修
士
2
年
生
の
現
在
ま
で
研
究
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
研
究
に
費
や
し
た
こ
の
3
、
4
年
を

通
し
て
感
じ
る
の
は
、
深
く
考
え
る
力

が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
。
高
校
ま
で
の

数
学
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら

い
頭
を
使
い
、
抽
象
的
な
分
野
を
い
か

し
っ
か
り
と
時
間
を
費
や
し
て
勉
強
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。
数
学
は
勉
強
し
た

ら
し
た
だ
け
力
が
つ
く
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
力
を
身
に
つ
け
た
上
で
、

社
会
に
出
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
」。

に
紐
解
き
、
自
分
の
中
に
落
と
し
込
む

か
、『
数
学
に
は
こ
う
い
う
分
野
も
あ
っ

た
ん
だ
！
』
と
い
う
気
づ
き
も
あ
り
、

面
白
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
が
、
日
々
試

行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」。

も
っ
と
養
い
た
い
と
、
こ
の
研
究
室
に

決
め
た
と
い
い
ま
す
。

解
け
な
い
け
れ
ど
も
解
は
あ
る

力
学
系
と
い
う
理
論

守
安
先
生
の
専
門
は
〝
力
学
系
〞
と

い
わ
れ
る
分
野
。
守
安
先
生
に
「
力
学

系
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？
」
と
訊
く

と
、「
物
の
動
き
を
数
学
に
落
と
し
込

む
と
き
は
微
分
方
程
式
で
表
現
し
ま

す
。
そ
の
微
分
方
程
式
が
解
け
れ
ば
、

物
の
動
き
を
把
握
で
き
る
の
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
解
け
な
い
。
解
け
な
い
こ

と
、
す
な
わ
ち
人
が
知
る
式
で
解
を
表

現
で
き
な
い
こ
と
は
19
世
紀
く
ら
い
に

は
わ
か
っ
て
い
て
、『
じ
ゃ
あ
、
ど
う

し
よ
う
か
？
』
と
い
う
と
き
に
生
ま
れ

た
の
が
位
相
力
学
系
と
い
う
分
野
。
解

け
な
い
け
れ
ど
も
解
が
あ
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
て
、そ
の
答
え
を
ベ
ー
ス
に
、

解
全
体
の
中
で
ど
う
い
う
性
質
を
持
つ

も
の
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
こ
の

性
質
を
持
つ
も
の
は
こ
う
し
た
動
き
を

す
る
も
の
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
か
な

ど
、
解
の
様
子
か
ら
理
論
を
組
み
立
て

て
い
く
学
問
で
す
」
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
力
学
系
の
理
論
の
中
で
、

石
村
さ
ん
は
位
相
空
間
論
に
つ
い
て
松

尾
さ
ん
と
共
に
学
ん
で
い
て
、
令
和
4

年
度
後
期
は
、
位
相
空
間
で
使
わ
れ
る

定
義
を
使
っ
て
測
度
的
確
率
論
と
い
う

研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
［
取
材
］

自ら考える力を養い、
数学的思考をいかし、
社会で活躍できる人材に
理工学部 教授

守安 一峰 研究室　

◎ナビゲーター

理工学部応用理数コース 数理科学系 4年

西本 鷹翼 （にしもと たかと）    

大学院創成科学研究科理工学専攻数理科学コース 1年 

石村 太一 （いしむら  たいち）  

大学院創成科学研究科理工学専攻数理科学コース 2年

松尾 祐暉 （まつお  ゆうき）   

（写真左から）西本さん、石村さん、守安先生、松尾さん

研究室のメンバーは6
人。ゼミ生や院生が普
段利用している学習
室は静かで集中できる
空間。「守安先生は一
対一で丁寧に対応して
くれる」と皆、厚い信頼
でむすばれています。
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3
D
表
示
技
術
や
視
覚
情
報
処
理

な
ど
の
研
究
を
行
う
山
本
・
山
科
研

究
室
に
所
属
す
る
中
山
さ
ん
。
小
学

生
の
頃
、
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
ニ
ン
テ

ン
ド
ー
3
D
S
で
よ
く
遊
ん
で
い
て
、

「
な
ぜ
立
体
に
見
え
る
ん
だ
ろ
う
？
」

と
、
3
D
の
仕
組
み
に
つ
い
て
興
味
を

も
っ
た
こ
と
が
研
究
室
選
び
の
決
め
手

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
な
実
験
を
始
め
て

い
き
た
い
」と
考
え
て
い
ま
す
が
、今
は

ま
だ
研
究
室
に
入
っ
て
日
が
浅
い
た
め
、

学
生
生
活
で
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
と

い
え
ば
、部
活
。中
山
さ
ん
が
所
属
す
る

ダ
ン
ス
部『BEA

T
N
IK

（
ビ
ー
ト
ニッ
ク
）』

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

部
員
は
現
在
約
50
名
。
徳
大
ダ
ン

ス
部
と
い
え
ばLO

C
K

、H
IPH

O
P

、

P
O
P

、P
U
N
K
IN

G

、H
O
U
S
E

、

BREAK
、JAZZ

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
の
幅
が

広
い
こ
と
で
も
他
大
学
か
ら
一
目
置
か

れ
て
い
て
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ

て
5
〜
6
名
の
チ
ー
ム
で
出
演
し
て
い

る
の
だ
と
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
内
の
体

育
館
が
使
え
な
い
と
き
は
、
商
店
街
の

空
き
店
舗
の
前
な
ど
で
も
練
習
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
。

中
山
さ
ん
が
好
き
な
の
は
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
。
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
と
い
う

と
、
背
中
や
頭
で
回
転
す
る
ア
ク
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
パ

今
年
3
年
ぶ
り
に
屋
外
の
演
舞
場
に

観
客
を
入
れ
て
本
格
開
催
さ
れ
た
徳
島

市
の
阿
波
お
ど
り
。
最
終
日
の
8
月
15

日
、
こ
じ
か
連
と
し
て
参
加
し
、
猿
山

さ
ん
は
連
長
を
務
め
ま
し
た
。

こ
じ
か
連
は
歯
学
部
生
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
阿
波
お
ど
り
連
。
か
つ
て
の

こ
じ
か
連
は
踊
る
よ
り
も
み
ん
な
で
騒

い
で
盛
り
上
が
る
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な

団
体
だ
っ
た
そ
う
。「
正
直
、
周
囲
の

評
判
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
」
と
い

う
猿
山
さ
ん
。
阿
波
お
ど
り
の
再
開
を

機
に
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
さ
せ
て
欲
し
い
、

「
や
る
か
ら
に
は
誇
れ
る
よ
う
な
連
に

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
周
囲
か
ら
の
期

待
も
大
き
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
今
回
参
加
し
た
連
員
の
ほ
ぼ

全
員
が
こ
じ
か
連
と
し
て
の
経
験
は
ゼ
ロ
。

「
僕
た
ち
が
1
年
生
の
時
に
阿
波
お
ど

り
に
参
加
す
る
と
い
う
話
に
は
な
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
雨
で
中
止
に
な
っ
て
。

そ
の
た
め
こ
じ
か
連
と
し
て
活
動
し
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徳
島
大
学
の
他

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
よ
り
〝
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
〞
と
い
う
足
技
に
こ
だ
わ
り
、
所
作

や
ポ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
も
最
近
意
識

し
始
め
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス（
ブ
レ
イ
キ
ン
）と
い
え

ば
、
2
0
2
4
年
開
催
予
定
の
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
新
種
目
と

し
て
も
話
題
を
集
め
て
い
る
た
め
、「
実

は
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
と
い
う
人
も
い
る
の
で
は
？「
大
学

生
に
な
っ
て
か
ら
ダ
ン
ス
を
始
め
た
人

も
多
い
の
で
、
初
心
者
大
歓
迎
で
す
」

と
い
う
中
山
さ
ん
。
中
山
さ
ん
自
身
も

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
ダ
ン
ス
を
始
め

た
そ
う
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
入
部
を
検
討
し
て
み
て
。

の
連
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
阿
波
お
ど
り

の
練
習
を
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の

で
、
本
当
に
カ
タ
チ
だ
け
知
っ
て
い
る

程
度
で
…
。
こ
じ
か
連
を
再
開
す
る
べ

き
か
学
部
長
に
も
相
談
し
ま
し
た
が

『
歯
学
部
の
伝
統
と
し
て
残
し
て
い
く

べ
き
だ
ろ
う
』
と
」
。

再
開
を
決
意
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
歯
学
部
O
B
、
O
G
の
方
と
話
を
す

る
と
、〝
こ
じ
か
連
〞
と
聞
い
た
だ
け
で

当
時
の
思
い
出
が
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る

ん
で
す
。
い
い
思
い
出
も
反
省
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
も
含
め
て
大
事
な
伝
統

を
自
分
た
ち
の
代
で
途
絶
え
さ
せ
て
は

い
け
な
い
な
、
と
。
そ
の
一
心
で
な
ん

と
か
立
ち
上
げ
ま
し
た
」
と
猿
山
さ
ん

は
い
い
ま
す
。

猿
山
さ
ん
の
努
力
も
あ
っ
て
、
こ
じ

か
連
に
は
2
年
〜
5
年
生
ま
で
幅
広
い

連
員
が
集
ま
り
、
み
ご
と
成
功
を
収
め

ま
し
た
。歯
学
部
の
先
生
達
か
ら
も「
良

か
っ
た
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

も
、
連
長
と
し
て
の
役
目
を
果
た
せ
た

と
ホ
ッ
と
し
た
そ
う
。「
い
い
仲
間
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
。
楽
し
か
っ
た
！
」
と
、

こ
の
夏
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

部活： ダンス部BEATNIK
趣味： ダンス
アルバイト： 塾講師

My Life Situation

My Life Situation

部活：野球部
アルバイト：家庭教師

常三島キャンパス  理工学部 理工学科 4年　

中山 尚人 （なかやま なおと）

ブレイクダンスの魅力は
ポージングのかっこよさ
理想のパフォーマンスを目指して

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を
送っている様子を取材しました。My Campus Life

部活は毎週火曜、木曜、土曜の18:00～
21:00。第2体育館にて練習しています。

Instagram：
beatnik163

Twitter：
@toku_BEATNIK

猿山さんは高校卒業後、一度就職し
たものの、医療の道に進みたいと動
物好きだったこともあり、獣医学部に
入学。しかし人と接する医療に携わり
たいと歯学部入り直したという経歴
の持ち主。紆余曲折あっても「それは
それでいいんじゃない？」と猿山さんの
生き方を両親も応援してくれているそ
う。「変に悩まず、頑張れるのは、そう
いう親の気持ちに助けられているから
だと思います」。

蔵本キャンパス   歯学部 歯学科 4年
猿山 善章 （さやま よしあき）

こじか連、再始動！ 
誰もが誇れる連として生まれ変わり、
伝統を繋いだ夏
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
能
動
的
に

授
業
に
参
加
す
る
仕
組
み
作
り

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
応
用
生
命
コ
ー

ス
開
講
科
目
の
微
生
物
学
は
、
生
物
資

源
産
業
学
部
2
年
生
前
期
の
基
礎
微
生

物
学
の
延
長
と
し
て
、
微
生
物
利
用
や

微
生
物
機
能
、
微
生
物
制
御
の
3
つ
を

主
軸
と
す
る
授
業
で
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
授
業
は
完
全
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
は
基
本
、
カ
メ
ラ
は
オ
フ
の

状
態
な
の
で
、
画
面
の
向
こ
う
で
学
生

が
ど
う
い
う
姿
勢
で
受
講
し
て
い
る
の

か
、
わ
か
ら
な
い
。
能
動
的
に
授
業
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
そ
の
日
に
行

う
授
業
の
資
料
を
事
前
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
分
で
も
理
解

度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
、
小
テ
ス

ト
を
行
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て

い
ま
す
」
と
、
白
井
先
生
。

　

小
テ
ス
ト
は
14
回
あ
る
授
業
で
ほ
ぼ

毎
回
行
わ
れ
、
総
問
題
数
は
約
45
問
。

小
テ
ス
ト
の
出
来
は
総
合
評
価
に
も
影

響
す
る
の
で
す
が
、
問
題
は
授
業
を
受

け
て
い
れ
ば
解
け
る
も
の
。
小
テ
ス
ト

は
そ
の
日
の
授
業
に
関
す
る
資
料
と
共

に
前
日
ま
で
に
入
手
で
き
、
先
に
予
習

を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
「
予
習
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
小

テ
ス
ト
は
そ
の
日
に
学
ぶ
授
業
の
範
囲

を
把
握
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
し
、

小
テ
ス
ト
は
授
業
の
合
間
合
間
で
行
う

た
め
、聞
い
た
内
容
を
覚
え
て
い
る
か
、

そ
の
場
で
確
認
す
る
た
め
に
も
有
効
で

す
」。

　

小
テ
ス
ト
の
問
題
は
年
々
改
良
さ

れ
、
問
題
数
も
若
干
増
減
す
る
そ
う
で

す
が
、翌
週
に
答
え
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、

大
事
な
こ
と
は
繰
り
返
し
て
覚
え
ら
れ

る
よ
う
、
意
識
的
に
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

座
学
と
実
習
の
リ
ン
ク
が
も
た
ら
す

充
実
し
た
学
び
の
機
会

10
月
か
ら
微
生
物
学
実
習
を
履
修
す

る
学
生
も
こ
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
微
生
物
学
の
講
義
＋
微

生
物
学
実
習
を
組
み
合
わ
せ
、
座
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
習
で
体
験
し
な
が
ら

並
行
し
て
学
び
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
実
習
で
も
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
課
題

を
提
出
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

課
題
を
行
う
上
で
も
小
テ
ス
ト
が
役
立

つ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

実
習
は
対
面
で
行
わ
れ
る
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
直
接
聞
く
こ
と
も
。
座
学
と
実

習
の
リ
ン
ク
が
も
た
ら
す
充
実
し
た
学

び
の
機
会
、
ぜ
ひ
有
効
活
用
を
！

小
テ
ス
ト
を
有
効
活
用
し
、

反
復
学
習
で
確
実
に
知
識
を
身
に
つ
け
る

昨年の配付資料の一部。
白井先生が用意した資料
には1枚1枚に教科書の
ページ数も記載されている
ので、今、どの内容をやって
いるか、教科書で追いやす
い点も好評。小テストでは
ポイントとなるところは穴埋
め式にするなどの工夫も。
GoodNotesというアプリ
を使い、タブレットに書き込
んだ内容をその場で共有
することができるので、対面
で授業を受けているのと同
じような臨場感もあり。

小テストの問題。回答できるのは1
回まで。授業が終わるまでに提出し
ます。

生
物
資
源
産
業
学
部 

准
教
授   

白
井 

昭
博 

（
し
ら
い 

あ
き
ひ
ろ
）　

私
は
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
に
進
学
し
、

ア
フ
リ
カ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
制
度

を
活
用
し
て
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
を

テ
ー
マ
に
韓
国
・
ネ
パ
ー
ル
・
イ
タ
リ
ア
・

ケ
ニ
ア
に
合
計
1
年
間
留
学
し
た
こ
と

で
し
た
。

留
学
の
最
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
が
大
流
行
し
は
じ
め
た
時
期

で
し
た
。
そ
し
て
留
学
先
で
生
活
必
需

品
や
医
薬
品
を
調
達
で
き
る
か
、
あ
る

い
は
自
由
な
移
動
が
で
き
る
か
が
わ
か

ら
な
い
状
況
の
な
か
で
、
必
要
な
情
報

や
相
談
窓
口
、
支
援
者
を
確
保
し
な
が

ら
自
分
の
判
断
で
安
全
を
ま
も
る
経
験

を
し
ま
し
た
。
帰
国
後
に
こ
の
衝
撃
的

な
経
験
を
、
テ
ロ
・
災
害
・
感
染
症
な

ど
の
「
想
定
外
」
の
事
態
に
遭
遇
す
る

リ
ス
ク
が
あ
る
現
代
社
会
で
生
き
る
た

め
の
学
び
に
昇
華
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
時
期
に
留
学
を
し
て

い
た
全
国
の
大
学
生
10
人
と
『
コ
ロ
ナ

禍
を
生
き
る
大
学
生
：
留
学
中
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
経
験
を
語
り
合
う
（
昭
和

堂
）』
を
出
版
し
ま
し
た
。

総
合
科
学
部
地
域
創
生
コ
ー
ス
（
文

化
人
類
学
）
は
、
地
域
社
会
の
課
題
と

徹
底
的
に
向
き
合
う
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
他
方
で
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
の
た
め
に
国
連
や
国
際
N
G
O

等
の
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ア
フ
リ
カ
の
地
を

這
い
な
が
ら
研
究
・
実
践
を
重
ね
、
世

界
の
さ
ま
ざ
な
組
織
と
の
連
携
に
よ
る

地
域
／
地
球
規
模
の
課
題
解
決
を
目

指
し
ま
す
。

大
学
院
生
活
に
つ
い
て

私
は
今
年
の
3
月
に
総
合
科
学
部
を

卒
業
後
、
筑
波
大
学
経
営
学
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
入
学
し
ま
し
た
。
大
学
院
で

は
、
計
算
社
会
科
学
の
研
究
室
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
得
ら
れ
る
大
規

模
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
社
会
現
象
を

定
量
的
・
実
証
的
に
観
測
・
分
析
を
行

う
た
め
に
、
今
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
全
く
触
れ
た
こ
と
の

な
い
分
野
の
た
め
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
自
分
の
強
み
に
で
き
る

よ
う
に
励
ん
で
い
ま
す
。

起
業
経
験
と
受
験
に
つ
い
て

私
の
在
籍
す
る
大
学
院
は
、
受
験
資

格
に
職
務
経
験
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
は
在
学
中
に
立
ち
上
げ
た
株

式
会
社
K
A
I
が
適
用
さ
れ
受
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
会
社
は
既

に
ク
ロ
ー
ズ
し
ま
し
た
）。

就
職
で
は
な
く
院
進
学
に
決
め
た
の

は
、
在
学
中
に
立
ち
上
げ
た
株
式
会

社
K
A
I
の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら

に
高
度
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

徳
島
大
学
入
学
当
時
に
は
起
業
や

院
進
学
を
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
本
当

に
偶
然
の
連
続
で
こ
こ
ま
で
進
ん
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
色
々

な
活
動
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
、
様
々

な
こ
と
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
た
こ
と

が
転
機
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
人
生
の
選
択
肢
を
狭
め
す

ぎ
る
こ
と
な
く
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と

で
、
伏
線
が
張
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
偶
発
性
を
楽
し
み
な

が
ら
、
み
な
さ
ん
が
納
得
で
き
る
大
学

生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

北野 真帆 （きたの まほ）

① 所　属 ： 京都大学大学院アジア・アフリカ  
                 地域研究研究科（大学院生）
② 略　歴 ： 令和4年3月  総合科学部
                 　社会総合科学科卒業
　　　       令和4年4月  京都大学大学院
                 　アジア・アフリカ地域研究研究科入学

前田 晏里 （まえだ  あんり）

① 所　属 ： 筑波大学大学院
                 人文社会ビジネス科学学術院
                 （大学院生）
② 出　身 ： 和歌山県
③ 略　歴 ： 令和4年3月  総合科学部 
                 　社会総合科学科卒業
　　　       令和4年4月  筑波大学
                 　人文社会ビジネス科学学術院 
                 　経営学学位プログラム入学

大学の同期と筑波大学入学式

地
域
か
ら

世
界
を
み
る
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就
活
に
は
特
別
な
経
験
が
必
要
？

皆
さ
ん
は
就
職
活
動
が
上
手
く
い
く

人
は
ど
の
よ
う
な
人
だ
と
考
え
て
い
ま

す
か
。
留
学
や
学
生
起
業
な
ど
、
誰
も

が
や
ら
な
い
特
異
な
経
験
を
持
っ
て
い

る
人
が
就
職
活
動
を
順
調
に
進
め
る
と

考
え
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
実
際
、
特
異
な
経
験
を

し
、
な
お
か
つ
素
晴
ら
し
い
成
果
を
挙

げ
て
い
る
人
は
就
職
活
動
を
有
利
に
進

め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
一
方

で
、
学
生
時
代
に
何
も
特
別
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
職

就
活
は
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
！

令
和
4
年
3
月
に
徳
島
大
学
大
学
院

創
成
科
学
研
究
科
理
工
学
専
攻
知
能
情

報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
を
修
了
し
ま
し
た

光
本
悠
馬
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
日
亜

化
学
工
業
株
式
会
社
で
I
T
系
の
業

務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

就
職
活
動
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て

常
に
緊
張
感
や
不
安
が
つ
き
ま
と
う
も

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ

の
一
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
就
活
に
臨
む
べ
き
か
を
考

と
が
で
き
れ
ば
就
活
は
上
手
く
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

私
も
、
就
職
活
動
の
際
に
使
っ
て
い

た
の
は
、
研
究
室
で
の
活
動
と
い
う
理

系
の
学
生
な
ら
誰
で
も
行
っ
て
い
る
経

験
で
し
た
。
研
究
を
行
っ
て
い
く
中
で

も
、
人
間
関
係
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

め
方
な
ど
、
私
の
性
格
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
題
材
は
あ
り
、
企
業
に
私
の
性

格
を
十
分
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
結
果
的
に
、
高
倍
率
を
勝
ち
抜

い
て
現
在
の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
が

叶
い
ま
し
た
の
で
、
自
分
に
は
何
も
な

い
と
考
え
て
い
る
方
で
も
同
じ
成
果
を

挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、
ど
ん
な

経
験
で
も
自
分
の
武
器
に
な
り
得
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
誰
で
も
や
っ
た
こ
と

の
あ
る
バ
イ
ト
で
も
研
究
室
で
の
活
動

で
も
、
自
分
で
何
か
を
考
え
て
行
動

し
た
瞬
間
が
あ
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
そ

の
行
動
を
取
っ
た
の
か
、
そ
こ
か
ら
自

分
は
ど
ん
な
性
格
な
の
か
を
深
掘
り
し

て
い
け
ば
、
企
業
が
魅
力
に
感
じ
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
る
の

で
、
何
を
伝
え
る
べ
き
か
わ
か
ら
な
い

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
説

明
で
き
る
よ
う
に
理
解
す
る
と
いっ
た
粘

り
強
い
姿
勢
か
ら
高
評
価
を
い
た
だ
き

内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
思
い

出
に
も
な
り
ま
し
た
。
反
省
し
、
成
長

で
き
る
人
間
は
魅
力
的
に
見
え
ま
す
。

で
す
か
ら
、
日
頃
か
ら
失
敗
や
壁
に
直

面
し
た
時
は
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
改
善
・
解
決
す

る
方
法
を
前
向
き
に
考
え
る
ク
セ
を
つ

け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ

れ
が
で
き
る
だ
け
で
も
大
き
な
強
み
に

な
り
ま
す
し
、
縁
の
あ
る
企
業
の
方
は

そ
れ
を
見
抜
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

困
難
を
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
き
直
っ
て
頑
張
れ
ば
O
K
で
す
。

企
業
オ
タ
ク
に
な
っ
た

就
活
に
あ
た
っ
て
志
望
す
る
企
業

に
つ
い
て
よ
く
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
資
料
の
文
字
や
数
字
を
覚
え

る
こ
と
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
そ
の
企
業
が
研
究
熱
心
な

社
風
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
で
あ
る
背

景
を
自
分
な
り
に
考
察
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
会

社
も
な
ぜ
徳
島
が
誇
る
企
業
と
な
っ

た
の
か
考
え
つ
く
し
ま
し
た
。
私
は

そ
の
よ
う
に
し
て
、
企
業
に
対
し
て

よ
り
深
く
興
味
を
持
て
ま
し
た
し
、

そ
の
考
え
る
力
・
考
え
た
と
い
う
事

実
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

と
い
う
人
は
、一
度
自
分
の
経
験
に
つ
い

て
深
掘
り
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
平
凡

な
経
験
に
眠
る
あ
な
た
の
性
格
が
就

活
を
成
功
へ
と
導
い
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

就
活
を
通
し
て
人
間
の
強
さ
や
謙
虚

さ
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
就
職
後
も
会
社

で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
信

じ
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
社
会

で
一
緒
に
輝
き
ま
し
ょ
う
。
悩
み
が

あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
頼
れ
る
人
や
キ
ャ
リ

ア
支
援
室
に
思
い
切
っ
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
就
職
活
動
の
成

功
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

活
動
で
あ
る
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
人

も
存
在
し
ま
す
。
私
も
、
学
生
時
代
に

留
学
や
起
業
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
バ
イ
ト
す
ら
ま
と
も
に
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん
と

か
大
企
業
と
呼
ば
れ
る
企
業
に
就
職
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
は
、
就
職

活
動
を
上
手
く
進
め
る
に
は
何
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
就
活
の
経
験

か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
い
た

方
が
い
い
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
今
回
は

お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

結
果
よ
り
も
過
程

先
ほ
ど
、
特
異
な
経
験
を
し
た
人
が

就
活
を
有
利
に
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。
特
異
な
経
験
で
成
果
を

出
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
せ
る

人
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
採
用
担
当
者
が
見
て
い
る
の
は

そ
の
人
の
経
験
の
特
異
性
で
も
成
果
で

も
な
い
そ
う
で
す
。
採
用
担
当
者
は
、

就
活
生
が
特
定
の
経
験
を
通
じ
て
何
を

考
え
、
ど
う
対
応
し
た
か
、
そ
の
活
動

か
ら
わ
か
る
そ
の
人
の
性
格
な
ど
を
見

て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
伝
え
る

経
験
の
内
容
は
何
で
も
よ
く
て
、
自
分

が
ど
ん
な
人
間
な
の
か
、
企
業
の
風
土

と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
こ

え
る
こ
と
で
、
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
社
の
内
定
を
獲
得
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
会
社
か
ら
の
信
用
を
得

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
私
も

就
活
全
体
を
通
し
て
「
僕
が
入
れ
ば
会

社
は
良
く
な
り
ま
す
！
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
会
社
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
意
識
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

悔
い
の
無
い
就
活
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
ん
な
メ
ン
タ
ル
を
保
つ
た
め

に
気
を
つ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
少
し
で
も
ご

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

自
分
の
弱
点
を
受
け
容
れ
、

解
決
す
る
勇
気

就
職
活
動
に
は
自
己
P
R
が
つ
き
も

の
で
あ
り
、
如
何
に
自
分
の
強
み
を
発

揮
す
る
か
は
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
し

か
し
、
就
活
で
は
自
分
が
得
意
な
質
問

や
課
題
ば
か
り
が
飛
ん
で
く
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
私
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
か
じ
っ
て
お
り
、
I
T
系

の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
志
望
し
て
い
た

も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
習
で

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
課
題
が
自
力
で
解
け

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
終
わ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思

い
、
腹
を
括
っ
て
周
り
の
就
活
生
や
就

活
担
当
の
社
員
さ
ん
に
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
わ

か
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
自
覚
し
、
教
え

光本 悠馬 （こうもと ゆうま）

令和4年3月修了
大学院創成科学研究科理工学専攻
勤務先 ： 日亜化学工業株式会社

卒業［修了］生の 就 職 活 動 記
木下 暢 （きのした とおる）

令和4年3月卒業
薬学部薬学科
勤務先 ： 大塚製薬株式会社

徳島大学キャリア支援室では、就職も含めたキャリ
ア形成をトータルサポートしています。履歴書・エン
トリーシートの添削や面接などのアドバイスはもちろ
ん、進路や就職活動に関する不安や悩みについて
もキャリアカウンセラーが皆さんの相談に応じます。
また、学生の皆さんが手軽に情報収集できるように、
Twitter による発信も行っています。学内のイベン
ト情報などが手軽に入手できるので、学生の皆さん
はぜひフォローしてください。

徳島大学キャリア支援室のご紹介

徳島大学
キャリア支援室 
Twitter
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徳
島
大
学
へ
留
学
し
て
、
1
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
徳
島
に
来
る
前
は
と
て

も
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い

生
活
環
境
や
学
生
生
活
に
溶
け
込
め
る

だ
ろ
う
か
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
親
し
く

な
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
徳
島
大
学
で

の
留
学
生
活
と
い
う
新
し
い
ペ
ー
ジ
を

開
い
て
み
た
ら
、
不
安
は
ど
こ
か
に
消

え
、
毎
日
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先

生
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
親
切
で
す
し
、

自
転
車
で
大
学
へ
行
く
途
中
に
た
く
さ

ん
の
山
が
見
え
、
都
会
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
美
し
い
自
然
の
景

色
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
留
学
生
活
の
中
で
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
院
１

年
生
の
後
期
に
徳
島
大
学
留
学
生
学
友

会
の
会
長
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は

今
ま
で
周
り
の
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
き
っ
か
け

大
学
1
年
生
の
春
休
み
を
利
用
し
て

約
1
ヶ
月
間
、
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
オ

ン
ラ
イ
ン
留
学
し
ま
し
た
。
私
は
高
校

生
の
頃
か
ら
留
学
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
た
も
の
の
今
ま
で
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
留
学
の
準
備
に
な
れ
ば

の
心
身
の
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
発

展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
人
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る

状
況
の
下
で
、
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
か
を
考
え
た
い

で
す
。

大
学
院
を
修
了
し
た
あ
と
は
、
体
育

教
師
か
ス
ポ
ー
ツ
研
究
者
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
中
国
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
事
業
は
着
実
に
発
展
し

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
中
国
に
は
地
域
住
民
が

共
同
で
管
理
し
使
用
し
て
い
る
体
育
館

や
運
動
場
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
リ

ス
ク
管
理
や
運
動
す
る
と
き
の
危
険
対

応
策
な
ど
は
あ
ま
り
整
備
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
の
体
育
活
動
の

た
め
の
施
設
（
体
育
館
な
ど
）
や
ボ
ー

ル
、
ラ
ケ
ッ
ト
と
い
っ
た
運
動
す
る
た

め
の
道
具
が
十
分
に
な
い
学
校
も
た
く

と
の
な
い
私
は
大
麻
な
ん
て
合
法
化
し

な
い
ほ
う
が
…
と
直
感
的
に
思
い
ま
し

た
が
、
合
法
化
賛
成
の
グ
ル
ー
プ
に
振

り
分
け
ら
れ
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
っ
た
仲
間
と
調
べ
議
論
し
て

い
く
う
ち
に
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

育
っ
て
き
た
環
境
や
こ
れ
ま
で
の
経
験

な
ど
は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
と

て
も
幅
広
い
多
く
の
視
点
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、
自
分
の
狭
い
視
野
が
少
し

広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
の
2
週
間
の

成
果
も
あ
り
、
英
語
で
議
論
す
る
こ
と

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
を
通
し

て
、
多
く
の
新
た
な
気
づ
き
を
得
て
、

自
分
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
一
番
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
実
際
に
現
地
に
行
く

こ
と
は
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
か
け
が
え
の
な
い
経
験
が

で
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
広
い
視
野
を
意
識

し
て
生
活
し
、
ま
た
英
語
の
学
習
を

続
け
て
英
語
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

後
は
留
学
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

自
分
の
世
界
を
更
に
広
げ
深
め
て
い
き

た
い
で
す
。

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を

解
決
し
、
人
々
の
健
康
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
発
展
さ
せ
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

学
ん
だ
知
識
を
役
立
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

徳
島
大
学
で
の
留
学
生
活
は
本
当
に

楽
し
い
で
す
し
、
先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
中
国
の
両
親
が
留
学
生
活
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
徳
島
で
の
留
学
生
活
は
忘
れ
ら

れ
な
い
記
憶
に
な
る
で
し
ょ
う
。

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
今
度
は
私
が

留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
し
、

中
日
友
好
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
と
き
、
私
は
卓
球
を
し
て

い
て
、
国
全
体
の
健
康
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
と
て
も
関
心
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
中
国
で
は
2
0
0
8
年

の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
に
、「
全

民
健
身
計
画
」
と
い
う
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
全
国
民
の
健
康
を
増
進
す
る
計

画
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
今
の
中
国

の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は
ま
だ
発
展
途
上
の

段
階
な
の
で
、
日
本
で
も
っ
と
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
学
び
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、現
在
、

徳
島
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
研
究

を
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
停
止
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
閉
鎖
さ
れ
、
そ
れ
が
地
域
住
民

良
い
な
と
思
い
、参
加
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
き
っ
か
け
は
さ
さ
や
か
で

し
た
が
、
実
際
に
授
業
が
始
ま
る
と
毎

日
が
初
め
て
と
驚
き
の
連
続
で
と
て
も

濃
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
こ
と

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
授
業
で
は
先
生

の
話
を
聞
く
だ
け
の
時
間
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
2
つ
の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
、
自
分
の
意

見
な
ど
を
発
信
す
る
機
会
が
と
て
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
に
は
コ

ロ
ン
ビ
ア
・
メ
キ
シ
コ
・
日
本
の
大
学

の
学
生
が
15
人
ほ
ど
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
積
極
的
に
発
言
し
て
い

て
、
少
し
内
向
的
な
性
格
の
私
は
は
じ

め
躊
躇
し
て
あ
ま
り
発
言
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
授
業

を
重
ね
、
少
人
数
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

ル
ー
ム
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
経
験
も
た
く
さ
ん
積
む
に
つ
れ
て
、

次
第
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
に

も
慣
れ
、
楽
し
ん
で
授
業
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
も
私
の
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
第

3
週
に
行
っ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
授
業
で

す
。
こ
の
授
業
で
は
、
大
麻
の
合
法
化

の
是
非
に
つ
い
て
、
賛
成
側
・
反
対
側

の
グ
ル
ー
プ
に
ラ
ン
ダ
ム
に
分
か
れ
議

論
を
し
ま
し
た
。
日
本
の
外
に
出
た
こ

校舎の窓から
見える綺麗な
景色

徳島大学の友達と一緒に（筆者；左側）

オンライン留学の様子
CESL：Center for English as a Second Language

徳島での生活
～人生のチャレンジ～
大学院創成科学研究科 地域創成専攻 2年　　

楊 茉 （ヨウ モウ）  ［中国］

My Life in Tokushima 南イリノイ大学に
オンライン留学して
岡久 凜香 （おかひさ りんか）

医学部 医学科 2年    留学先：南イリノイ大学（アメリカ合衆国）
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徳
島
大
学
は
、
本
学
を
支
え
て
く

だ
さ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ

ま
方
に
透
明
性
の
あ
る
財
務
情
報
を

提
供
し
、
大
学
の
財
政
状
態
及
び
運

営
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
な
責
務
の
一
つ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
財
務
レ
ポ
ー
ト
は
、
徳
島
大

学
の
現
在
の
財
務
状
況
を
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た

め
、
令
和
3
事
業
年
度
財
務
諸
表
を

も
と
に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
4
月
、
徳
島
大
学
は
他

の
国
立
大
学
と
同
様
に
法
人
化
し
、

国
か
ら
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て
の

運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
令
和
3

事
業
年
度
で
法
人
化
後
18
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

令
和
3
事
業
年
度
の
財
務
状
況
で

す
が
、
経
常
費
用
（
一
年
間
大
学
を

運
営
す
る
た
め
の
費
用
）
に
つ
い
て

は
、
診
療
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
令
和
2
事
業
年
度
と
比
較
し
て

22.
1
億
円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

経
常
収
益
（
大
学
の
運
営
に
伴
う
収

益
）
に
つ
い
て
は
、
附
属
病
院
収
益

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
令
和
2
事
業

年
度
と
比
較
し
て
19.
4
億
円
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

特
に
令
和
3
事
業
年
度
に
あ
っ
て

は
、
令
和
2
事
業
年
度
に
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

自
己
収
入
の
確
保
、
予
算
の
効
率
的

執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や
地

方
自
治
体
等
の
各
種
補
助
金
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
財
務
状

況
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
こ
と
な

く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
運
営
に
係
る
財
政
基

盤
の
大
部
分
を
占
め
る
国
か
ら
の
運

営
費
交
付
金
は
、
法
人
化
翌
年
の
平

成
17
年
度
か
ら
毎
年
約
1
億
円
ず
つ

減
額
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
大
学
改
革
等
に

お
け
る
予
算
の
獲
得
及
び
自
己
収
入

の
増
加
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
安
定
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
更
な
る
経
費
の
節
減
を

図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
外
部
資

金
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 透明性のある財政・運営

財務
レポート

貸借対照表の概要 貸借対照表は、決算日（令和4年3月31日）における徳島大学の全ての資産、負債及び純資産を記載
することによりその財政状態を明らかにすることを目的としています。

資産の部
土地
建物
建物附属設備
構築物
工具器具及び備品等
図書
投資有価証券
現金及び預金
未収附属病院収入
有価証券
その他

資産の部合計

負債の部
資産見返負債
借入金
未払金
運営費交付金債務
寄附金債務 
その他
　負債の部合計

純資産の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
　純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

446.1
235.6
76.6
19.2
78.5
27.0
39.6

121.0
50.6
20.0
18.9

1,133.1

446.1
236.9
73.7
19.6
73.3
26.9
39.4

116.7
52.4
5.0

18.8

1,108.7

100.1
164.2
89.4
0.0

76.7
26.9

457.4

102.4
175.1
79.5
2.6

73.8
20.0

453.4

467.3
80.5

128.0
675.7

1,133.1

467.3
69.9

118.2
655.3

1,108.7

0.0
1.3
2.9
0.4
5.2
0.1
0.2
4.4
1.8

15.0
0.1

24.4

2.3
10.9
10.0
2.6
2.9
6.9
4.1

0.0
10.6
9.7

20.4

24.4

3年度2年度 3年度2年度

3年度2年度

増減 増減

増減

（単位 : 億円）

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも合計及び増減は一致しません。 

【資産の概要】
・ 建物の減は、総合研究棟（歯学系）改修工事等の完成による資産価値の増加を、
  減価償却費が上回ったことによるものです。
・ 工具器具及び備品等の増は、病院医療設備及び教育研究設備の整備によるものです。

【負債の概要】
・ 資産見返負債の減は、資産取得によって生じた債務を減価償却費及び除却費が
  上回ったことによるものです。
・ 運営費交付金債務の減は、中期目標期間最終年度の会計処理によるものです。

資産構成 （令和3年度）

資産合計
1,133.1億円

負債構成 （令和3年度）

土地
39%

建物
21%

工具器具及び
備品等 7%

負債合計
457.4億円

資産見返
負債 22%

大学改革支援・
学位授与機構
債務負担金
5%

未払金 19%

寄附金債務
17%

その他 6%

長期借入金
31%

借入金 36%

損益計算書の概要

経常費用
業務費
　教育経費
　研究経費
　診療経費
　教育研究支援経費
　受託研究等経費
　人件費
一般管理費
財務費用
　経常費用合計

経常収益
運営費交付金収益
学生納付金収益
附属病院収益
受託研究等収益
施設費収益
補助金等収益
寄附金収益
資産見返負債戻入
雑益
　経常収益合計

臨時損失
固定資産除却損
損害賠償費
　臨時損失合計

臨時利益
　その他の臨時利益

目的積立金取崩
　積立金取崩額

当期総利益
　当期総利益

485.8
20.7
28.6

186.5
2.5

24.3
223.3
11.7
0.9

498.5

463.1
19.4
30.9

172.3
2.7

19.2
218.6
12.2
1.0

476.4

120.2
40.6

270.3
24.6
3.0

22.2
12.7
11.6
6.6

511.9

119.6
41.3

257.0
19.2
2.5

20.6
14.5
11.0
6.9

492.5

0.1
0.0
0.1

0.4
0.5
0.9

1.60.7

2.30.5

17.216.4

22.7
1.3
2.4

14.2
0.2
5.0
4.7
0.5
0.1

22.1

0.6
0.8

13.3
5.4
0.6
1.7
1.8
0.6
0.2

19.4

0.3
0.5
0.8

0.9

1.8

0.8

3年度2年度 3年度2年度

3年度2年度 3年度2年度

3年度2年度

3年度2年度

増減 増減

増減 増減

増減

増減

（単位 : 億円）

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも合計及び増減は一致しません。

【経常費用の概要】
・ 診療経費の増は、医薬品費及び診療材料費等の増加によるものです。
・ 受託研究等経費の増は、消耗品費、備品費等の増加によるものです。

【経常収益の概要】
・ 附属病院収益の増は、手術件数の増加等によるものです。
・ 受託研究等収益の増は、科学技術振興機構等からの受入額の増加によるものです。
・ 補助金等収益の増は、新型コロナウイルス感染症に関連した補助金の受入額の増加に
  よるものです。

損益計算書は、事業年度内に徳島大学が実施した事業等により発生した全ての費用と収益を記載
することによりその運営状況を明らかにしています。

経常費用構成 （令和3年度）

経常費用合計
498.5億円

受託研究等経費 5%

建物附属設備 7%

教育、研究、
支援経費
10%

診療経費
38%

病院
人件費
23%

病院以外
人件費
22%

人件費
45%

財務費用 0.2%

一般管理費
3%

経常収益構成 （令和3年度）

経常収益合計
511.9億円

運営費
交付金収益
24%

その他 5%

寄附金等収益 3%

附属病院収益
52%

受託研究等
収益 4%

補助金等収益 
4%

学生納付金
収益 8%

構築物 2%

現金及び
預金 11%

図書 2%

投資有価証券 
3%

その他 2%

有価証券 2%
未収附属病院収入
4%
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か
っ
て
い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
の
が
こ

の
疾
患
の
苦
し
さ
で
す
。

強
迫
性
障
害
の
生
涯
有
病
率
は

1
0
0
人
に
2
〜
3
人
で
、
10
代
か

ら
20
代
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
重
症
に
な
る
と
学
校
や
仕
事
に
行

け
な
く
な
り
社
会
性
が
大
き
く
損
な
わ

れ
ま
す
。
生
物
学
的
な
研
究
で
は
、
強

迫
性
障
害
の
患
者
さ
ん
の
脳
で
は
特
定

の
部
位
に
変
化
が
起
き
て
お
り
、
脳

が
不
安
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
以
前
は
治
り
に
く
い
疾
患
と
み
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
選
択

的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬

（
S
S
R
I
）
と
い
う
薬
を
適
切
に
使

う
こ
と
で
多
く
の
患
者
さ
ん
に
改
善
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

行
動
療
法
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
薬

物
療
法
と
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
さ

ら
に
改
善
率
が
上
が
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た
治
療
を
受

け
れ
ば
改
善
が
期
待
で
き
る
の
で
、
精

神
科
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

皆
さ
ん
、
外
か
ら
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

手
洗
い
を
し
て
い
ま
す
か
？
食
事
の
前

に
必
ず
手
洗
い
を
し
て
い
ま
す
か
？　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
て
2
年
半
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
が
当
た
り
前
の
世
の
中

と
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
店
舗
の
入
口

に
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
誰
も
が
一
日
に
何
回
も
手
を

洗
っ
た
り
消
毒
を
し
た
り
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
手
指
衛
生
は
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
で
、
大

い
に
推
奨
さ
れ
る
の
で
す
が
、
み
な
さ

ん
は
手
を
洗
う
の
が
や
め
ら
れ
な
い
と

い
う
精
神
疾
患
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
潔
癖
な
ど
と
言
わ
れ
性

格
の
問
題
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る

中
に
、
強
迫
性
障
害
と
い
う
疾
患
に
苦

し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

強
迫
性
障
害
と
い
う
の
は
、
過
剰
な

心
配
が
自
分
の
意
思
に
反
し
て
執
拗
に

浮
か
び
、
そ
の
不
安
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
同
じ
行
為
を
繰
り
返
し
行
い
、
や
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
疾
患
で
す
。

汚
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に

な
り
手
洗
い
が
や
め
ら
れ
な
い
、
火
事

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
り

火
の
元
の
確
認
を
繰
り
返
す
な
ど
が
典

型
的
な
症
状
で
す
。
自
分
の
大
切
な
も

の
を
失
く
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
か
ら
、
何
も
か
も
捨
て
ず

に
溜
め
こ
ん
で
い
た
り
、
不
幸
な
こ
と

や
禍
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
そ
れ
を
清
め
る
た
め
に
塩

を
撒
い
た
り
何
度
も
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

る
と
い
う
よ
う
な
タ
イ
プ
も
あ
り
ま

す
。強

迫
性
障
害
の
患
者
さ
ん
の
手
洗
い

は
、
潔
癖
と
か
き
れ
い
好
き
と
言
わ
れ

る
人
の
手
洗
い
と
は
全
く
異
な
り
ま

す
。
潔
癖
な
人
、
き
れ
い
好
き
な
人
は

自
分
が
ど
こ
ま
で
洗
え
ば
満
足
で
き
る

か
と
い
う
ゴ
ー
ル
が
あ
り
、
自
分
が
思

う
よ
う
に
清
潔
に
す
る
こ
と
で
喜
び
を

得
ら
れ
る
の
で
す
が
、
強
迫
性
障
害
の

患
者
さ
ん
の
手
洗
い
は
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
終
わ
り
が
な
く
、洗
っ
て
も
、洗
っ

て
も
満
足
が
得
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
る
の
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
患
者
さ
ん
は
、
こ
の
過
剰
な
心
配

や
繰
り
返
し
行
為
を
ば
か
ば
か
し
い
こ

と
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
わ

　

令
和
3
事
業
年
度
は
、
第
3
期
中
期
目
標
・
中

期
計
画
期
間
（
平
成
28
事
業
年
度
〜
令
和
3
事
業

年
度
）
の
6
年
目
（
最
終
年
度
）
に
あ
た
り
ま
す
。

本
事
業
年
度
の
徳
島
大
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
財
務
状
況
の
悪
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
種
補
助
金
の
活
用
、
自
己

収
入
の
確
保
、
予
算
の
効
率
的
執
行
に
努
め
た
結

果
、
経
常
収
益
が
19.
4
億
円
増
加
し
、
そ
れ
に

伴
い
当
期
総
利
益
が
0.8
億
円
増
加
す
る
等
、
当
初

想
定
し
て
い
た
財
務
状
況
の
悪
化
に
至
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
を
支
え
る
国

か
ら
の
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
毎
年
減
額

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
本
学
を
取
り
巻
く
環

境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
安
定
し
た
経
営
を
行
う
た
め
に

は
、
更
な
る
経
費
の
節
減
、
徳
島
大
学
基
金
を
は

じ
め
と
す
る
自
己
収
入
の
増
加
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
（O

tsucle

）
を
活
用
し
た
研
究
資

金
の
確
保
及
び
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
努
め
る
と

と
も
に
「
知
を
創
り
、
地
域
に
生
き
、
世
界
に
は

ば
た
く
徳
島
大
学
」
と
し
て
、
教
育
・
研
究
・
社

会
貢
献
及
び
診
療
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
充

実
と
不
断
の
見
直
し
・
改
善
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ま
と
め
】

令和3事業年度における教育・研究活動等の取組

新型コロナウイルス感染症に関する取組
新型コロナウイルス感染症に関連する令和3事業年度の主な取組としては、以下の事項が挙げられます。

博士課程学生の挑戦的・学際的な研究支援
徳島大学では、大学院博士課程又は博士後期課程の学生が、挑戦的・学際的な研究に専念できるような
研究環境を提供するとともに、多様なキャリアパスの形成に向けた支援を行うため、以下の事業を実施して
います。

ひかりフェローシップ
医光融合分野で活躍できる若手研究人材の育成を目的とした大学フェローシップ創設事業　
支援額 ： 年間220万円（令和3事業年度 支援総額約1，800万円）　

うずしおプロジェクト
学際的イノベーション人材として様々な分野で活躍できる博士人材の育成を目的とした
次世代研究者挑戦的研究プログラム
支援額 ： 半年間110万円（令和3事業年度 支援総額約2，600万円）

研究支援体制の強化による外部資金の獲得
受託研究収入　約17.5億円
共同研究収入　約6.4億円
競争的資金や共同研究費等の外部資金のより一層の獲得と、知財戦略に基づく特許料等収入の拡大
を推進するため、研究支援・産官学連携センターにおいてURAの増員やプロジェクトチームの新設等、研
究支援体制の強化を進めており、令和3年度の受託研究収入は過去最高額の約17.5億円、共同研究収
入も過去最高額の約6.4億円となりました。

（1） トリアージスペースの整備
令和3年9月に、災害・感染症トリアージ棟が完成しました。
この災害・感染症トリアージ棟では、1階部分を発熱患者の
トリアージスペースとするほか、研修にも使用するなど、多目
的に施設の利用を行っています。また、2階部分は防災倉庫
として使用し、災害時トリアージ等において迅速な連携をと
れるスペースが整備されています。

（2） 生活困窮学生への緊急生活支援金支給
新型コロナウイルス感染症の影響により生活に困窮して
いる学生に向けて、緊急生活支援金として、1名あたり3万
円、延べ696名の学生に対し、総額約2,100万円を徳島
大学基金より支援しました。

（3） 各種補助金の交付
令和3年度においても、国や地方公共団体等から新型コ
ロナウイルス感染症関連の各種補助金の交付を受け、新
型コロナウイルス感染症の対策や研究等に活用しました。

災害・感染症トリアージ棟「附属病院多用途型トリアージスペース整備事業」
事業費約2億3,400万円

財務情報の詳細

O tsucleの詳細

徳島大学基金の詳細

手
を
洗
う
の
が
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う

 透明性のある財政・運営

財務レポート
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年 間 の 活 動
  6月　四国地区大学総合体育大会（インカレ）、中国四国学生水泳選手権大会
  7月　中国四国学生選手権水泳競技大会　
      　 兼中国四国国公立大学選手権水泳競技大会
  8月　全国国公立大学選手権水泳競技大会、
　　　日本学生選手権水泳競技大会（競泳）
10月　中国四国学生秋季水泳記録会
  3月　中国四国学生春季水泳記録会

年 間 の 活 動
  4月　新入生歓迎会、前期履修相談会
  5月　前期総会、C言語講座
  9月　夏合宿
10月　後期履修相談会
12月　後期総会、大掃除
  1月　追い出しコンパ

年 間 の 活 動
4月　新入生歓迎会
5月　徳島県リーグ・四国大学リーグ開幕
6月　四国地区大学総合体育大会（インカレ）
7月　全日本大学フットサル大会
9月　全日本フットサル選手権

部  活
■ 月曜 17:00～20:00、水曜・金曜 7:00～8:00  
   OKスイミングスクール山城校
   土曜 6:00～8:00  トビウオスイミングスクール
■ 入部方法 ： 練習見学、体験練習（Instagram、Twitterのダイレクト
   メッセージに事前連絡を）
■ Twitter ： ＠tokushima_u_sc
■ Instagram ： tokushima_u_sc どちらも検索 > 徳島大学水泳部

部  活
■ 月1回以上の部会、不定期
   （部室開放のときDiscordにて案内）
■ 場所 ： 部室（常三島キャンパス体育館1階、
    西側通路）
■ 入部方法 ： 常時部室での入部及び
   前期総会・後期総会での入部
■ WEB　Wiki　
   https://w.atwiki.jp/tucc2012/
   Twitter : （TUCC__（アンダーバー2つ！）

部  活
■ 木曜 19：00～21：00、土曜・日曜 9：00～12：00 ※土日は基本試合
■ 場所 ： 常三島体育館 
■ 入部方法 ： 練習参加
■ Twitter ： @tksm_futsal
■ Instagram ： tokudai_futsal

主 将 ア ピ ー ル
主将
児玉 俊二（こだま しゅんじ）

医学部 医科栄養学科 2年

部員数が少ない中、中四国の大会
で上位争いに加わり、今年は目標と
していた全国国公立大学選手権
水泳競技大会の団体権を獲得する
ことができました。部員同士高め合
える関係で、向上心の強い集団で
す。選手、マネージャー共にもっと増
やしたいので、気軽に練習見学に
来てください！

部 長 ア ピ ー ル
部長 

春菜 柚梨（はるな ゆり）

理工学部 理工学科 3年

プログラミング、PC組み込み、3D CADやBlenderなど…コン
ピュータに関わるものならなんでもお任せ♪ 様々なボードゲー
ムやビデオゲームなども備わっている部室で部員らとわいわい
遊んだり、プログラミングやPCスキルで話し合ったりと、一緒に
楽しい部活をしてみませんか？ 部員一人一人の要望に応え
て、様々な活動を行っています！ コロナ禍で合宿などは開催が
難しい状況ですが、それでも部員みんなで楽しめるように励んで
ます！ 兼部も可能ですので、ぜひお気軽にお越しください♫

部 長 ア ピ ー ル
部長
中山田  匠（なかやまだ たくみ）

理工学部 理工学科 2年

昨シーズンは惜しくも全国大会を逃
したので今シーズンは全国大会出
場を目標に日々練習をしています。プ
レーヤーだけではなくマネージャーも
大歓迎です。

水上競技部

コンピュータクラブ フットサル部

リーダークライス
サークル紹介

年 間 の 活 動
  4月　新入生歓迎会
  6月　徳島県合唱祭
  7月　全日本合唱コンクール徳島県大会
          （今年は7月頭でしたが、例年は8月頃）
  8月　夏合宿
  9月　全日本合唱コンクール四国支部大会
10月　大学祭
11月　定演合宿
12月　定期演奏会
  3月　 追い出しコンパ

部  活
■ 月曜 常三島 学生会館 18:00～21:00
   木曜 蔵本 蔵本会館18:00～21:00
　土曜 常三島 体育館 多目的室 9:00～12:00
　※本番が近づくと土曜は9:00～13:00、長期休業中は
   月曜、木曜は9:00～12:00
■ 入部方法 ： 練習見学
■ Twitter ： @LiederKreis
■ Instagram ： tokudai_liederkreis
■ http://tokudailiederkreis.web.fc2.com/ 
   検索 ＞ 徳島大学リーダークライス

団 長 ア ピ ー ル
団長
芦川 綾乃（あしかわ あやの）

薬学部 創製薬科学科 3年

リーダークライス（リークラ）はコン
クールや定期演奏会に向けて団員
全員で楽しく歌っています。合唱と聞
くと、今までの経験から、苦手意識を
持っていたり毛嫌いしたりする人も
多いです。しかし、リークラに入った
人はみんな合唱のとりことなっていき
ます。合宿などのイベントもあってと
ても楽しいです！ 皆さんも私たちと一
緒に素敵な歌を届けませんか？

2022年県大会
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広
く
社
会
に
向
け
て
公
開
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
よ
り
多
く
の
方
に
自
由
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
利
用
条
件

を
変
更
し
ま
し
た
。

変
更
前
は
、
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
公

開
資
料
に
つ
い
て
、
複
製
な
ど
二
次
利

用
を
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
し

た
が
、
変
更
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
資

料
の
う
ち
メ
タ
デ
ー
タ
及
び
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
画
像
に
つ
い
て
、
複
製
、
刊
行

物
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
、
放
送
の

利
用
を
す
る
場
合
の
申
請
は
不
要
に
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
際
教
育
研
究
交
流
資
金
に
よ
る

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
授
与
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
7
月
12
日
に
開
催
し
た
。

授
与
式
に
は
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

企
業
・
団
体
か
ら
、
日
亜
化
学
工
業

株
式
会
社
様
、
株
式
会
社
阿
波
銀
行

貴重資料高
精細デジタル
アーカイブ

様
、
日
本
フ
ネ
ン
株
式
会
社
様
、
徳
島

ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
様
、
大
塚
製
薬
株
式
会

社
様
及
び
株
式
会
社
大
塚
製
薬
工
場
様

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
給
者

の
代
表
に
河
村
学
長
か
ら
受
給
者
証
が

授
与
さ
れ
、
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科

のJonathan C
uevas

さ
ん
とN

guyen 

T
uan K

iet

さ
ん
か
ら
、
支
援
に
対
す

る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
臨
席
の
企
業
・
団
体
様
か

ら
は
、
留
学
生
に
対
す
る
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
出
席
し
た
留
学
生
は
、

勉
学
や
研
究
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
た
い
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
な
か

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体

の
皆
さ
ま
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

て
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
徳
島
大
学
大
学
院
に
お
い
て
「
宇

宙
栄
養
学
」「
災
害
栄
養
学
」
を
専
門

的
に
学
ぶ
コ
ー
ス
を
開
設
（
令
和
5
年

4
月
開
設
予
定
）
し
、
京
都
府
立
医

科
大
学
大
学
院
の
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
学
」
と
連
携
し
て
、
宇
宙
に
お
け

る
「
食
」
と
「
運
動
」
の
専
門
家
を

養
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

宇
宙
で
の
「
食
事
」
や
「
運
動
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
詳
し
い
専
門
家

を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
類
の
有

人
宇
宙
開
発
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
増
進

に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
生
自
作
エ
ン
ジ
ン
搭
載
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。

前
号
で
紹
介
し
た
本
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
徳
島
大
学
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
自
作
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

「Supernova

」（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン

ジ
ン
）
搭
載
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に

成
功
し
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
高
度

約
3
5
0
m
ま
で
到
達
し
、
学
生
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
団
体
に
お
い
て

自
作
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
打
上

令
和
4
年
8
月
1
日
、
徳
島
大
学
は
、

徳
島
県
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

徳
島
県
本
部
と
3
者
で
、
徳
島
県
農
業

に
お
け
る
未
利
用
資
源
か
ら
の
新
た
な

価
値
創
出
と
生
産
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、「
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
バ

イ
オ
マ
ス
を
有
効
活
用
し
た
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
と
関
連
産
業
の
振
興
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

徳
島
県
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
で
あ
る

「
ス
ダ
チ
」
の
搾
汁
残
渣
か
ら
香
料
の

原
材
料
と
な
る
精
油
の
抽
出
な
ど
、
こ

れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
残
渣
か
ら
の

新
た
な
価
値
創
出
に
よ
り
生
産
者
の
所

得
向
上
を
目
指
す
「
地
域
バ
イ
オ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
の
構
想
実
現
の
た

め
、
3
者
で
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

本
学
で
は
石
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
し

い
施
設
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の

施
設
に
お
い
て
ス
ダ
チ
の
搾
汁
残
渣
か

3
月
17
日
ま
で
、四
国
5
国
立
大
学
（
徳

島
大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
、
香
川
大
学
、
愛

媛
大
学
、
高
知
大
学
）
で
は
、
国
連
環
境

計
画
（
U
N
E
P
）
が
主
催
す
る
地
球

環
境
情
報
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

学
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」「
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
A
I
で

立
ち
向
か
う
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
A
M
E
D
の
医
工

連
携・人
工
知
能
実
装
研
究
事
業
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
A
I
で

立
ち
向
か
う
支
援
シ
ス
テ
ム
を
産
官
学

連
携
で
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究

開
発
機
構
（
A
M
E
D
）
の
令
和
4
年

度
「
医
工
連
携
・
人
工
知
能
実
装
研
究

事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
徳
島
大
学
、

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
九
州

大
学
病
院
、
株
式
会
社
ハ
ー
ト
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
の
共
同
研
究
で

あ
り
、
徳
島
大
学
病
院
の
楠
瀬
賢
也
講

師
が
A
I
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
I
を
活
用
し
た
心
不
全
診
断
・
心

不
全
診
療
支
援
に
よ
っ
て
日
本
全
域
で

最
適
な
心
不
全
診
療
を
享
受
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

宇
宙
に
お
け
る﹁
食
﹂と﹁
運
動
﹂の

プ
ロ
養
成
へ
専
門
コ
ー
ス
を

開
設
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
宇
宙
航
空
科
学
技

術
推
進
委
託
費
（
宇
宙
航
空
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
）「
長
期
宇
宙
滞
在
者
を
食

と
運
動
で
支
え
る
〝
宇
宙
専
門
管
理
栄

養
士
╱
理
学
療
法
士
〞
の
育
成
」
に
大

学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
医
学
域
生
体

栄
養
学
分
野
の
二
川
健
教
授
が
代
表
者

と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
令

和
4
年
6
月
22
日
付
け
で
徳
島
大
学
、

京
都
府
立
医
科
大
学
及
び
医
薬
基
盤
・

健
康
・
栄
養
研
究
所
の
三
施
設
に
お
い

【
世
界
初
】長
時
間・大
面
積
の

超
解
像
ラ
マ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を

実
現
し
ま
し
た

ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研

究
所
加
藤
遼
特
任
助
教
、
矢
野
隆
章
教

授
及
び
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

森
山
季
（
大
学
院
生
（
当
時
））、
馬
越

貴
之
講
師
、Prabhat V

erm
a

教
授
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
従
来
法
に
比
べ

12
倍
以
上
長
い
時
間
の
測
定
が
可
能
な

超
解
像
ラ
マ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
顕
微

鏡
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
長
時
間

超
解
像
ラ
マ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ

り
、
電
子
デ
バ
イ
ス
へ
の
応
用
が
期
待

さ
れ
る
新
材
料
の
二
硫
化
タ
ン
グ
ス
テ

ン
（
W
S
2
）
が
有
す
る
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
サ
イ
ズ
の
欠
陥
構
造
の
同
定
や
欠
陥

占
有
率
の
評
価
を
、
実
際
の
電
子
デ
バ

イ
ス
と
同
規
模
の
大
面
積
（
4
、0
0
0
、

0
0
0 

nm2
以
上
）
で
実
施
す
る
こ
と
に

世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。

本
手
法
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
電
子
デ
バ
イ
ス
に
応

用
さ
れ
る
材
料
の
欠
陥
評
価
や
、
長
い

測
定
時
間
を
要
す
る
た
め
こ
れ
ま
で
困

難
で
あ
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
生
体

分
子
の
観
察
に
応
用
で
き
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

 ﹁
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
バ
イ
オ

マ
ス
を
有
効
活
用
し
た
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
と
関
連
産
業
の
振
興
に

関
す
る
協
定
﹂を
締
結
し
ま
し
た
。

成
功
は
関
西
初
、
全
国
で
6
番
目
と
な

り
ま
す
。
今
後
も
学
生
た
ち
の
活
動
に

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

貴
重
資
料
高
精
細
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
画
像
が
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

附
属
図
書
館
で
は
、
所
蔵
す
る
貴
重

資
料「
近
世
古
地
図
・
絵
図
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
平
成
9
年
度
よ
り
高
精
細
デ
ジ

タ
ル
画
像
と
し
て
作
成
し
、
書
誌
的
情

報
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

ら
、
天
然
香
料
の
原
材
料
と
な
る
精
油

の
抽
出
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
開
発
、
最
新

の
分
析
機
器
を
用
い
た
品
質
評
価
や
残

留
農
薬
の
検
出
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学
と
の
学
術

交
流
協
定
調
印
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
8
月
2
日
、
徳
島
大
学
は

モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学
（
以
下
「
モ

ン
ゴ
ル
医
大
」
と
い
う
。）
と
学
術
研
究
・

教
育
に
お
け
る
協
力
を
推
進
す
る
他
に

な
い
大
学
間
学
術
交
流
協
定
を
更
新
し
、

令
和
9
年
10
月
ま
で
期
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
両
大
学
の
学

術
・
研
究
・
教
育
に
お
け
る
協
力
を
目

的
と
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
交
流
活
動

の
発
展
・
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

協
定
更
新
に
あ
た
り
、
モ
ン
ゴ
ル
医

大
か
ら
フ
レ
ル
バ
ー
タ
ル
学
長
、
シ
ー

レ
ヴ
ニ
ャ
ン
バ
大
学
院
長
が
来
学
さ
れ
、

大
学
本
部
で
協
定
の
調
印
式
を
行
い
、

河
村
学
長
と
フ
レ
ル
バ
ー
タ
ル
学
長
が

署
名
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
出

身
の
留
学
生
と
の
懇
談
会
で
は
学
生
の

研
究
発
表
も
行
わ
れ
、
フ
レ
ル
バ
ー
タ

ル
学
長
か
ら
学
生
ら
に
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
国
5
国
立
大
学
協
働
に
よ
る

﹁
U
N
E
P
地
球
環
境
情
報
展
﹂を

開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
9
月
21
日
か
ら
令
和
5
年



26 25

メールマガジン とくだい通信

徳島大学の広報紹介

ガレリア新蔵展示室

教育・研究・社会貢献に関する情報や各種イベントのご案内など、様々な情報を月
1回お届けしています。ぜひ、配信登録をお願いいたします。配信先メールアドレス、
氏名、本学との関係（卒業生、保護者、所属）を明記し、koho@tokushima-u.
ac.jpへご連絡ください。どなたでもご登録いただけます。

Twitter Face book

ガレリア新蔵
ホームページ

Instagram

徳島大学公式SNS
徳島大学では、SNS（Twitter、Instagram、Facebook、
YouTube）でも大学のニュース、各種イベント情報など、広
く発信しております。特にTwitter、Instagramでは、普段、
大学ホームページでは発信しないような身近なニュース、学
生の活動も発信していますので、ぜひチェックしてみてくださ
い。フォローお待ちしております。

Q
 子
供
が
一
人
暮
ら
し
で
、
徳
大
で

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
、
気
に
な
り
つ
つ
も
、
徳
島
へ

は
、
数
え
ら
れ
る
程
し
か
行
け
て
い
な

い
の
で
、
広
報
誌
で
少
し
、
子
ど
も
の

生
活
が
み
ら
れ
た
よ
う
で
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

A
 コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
学
生
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
み
な
ら
ず
、
ご

子
息
・
ご
息
女
を
徳
島
へ
送
り
出
さ
れ

た
保
護
者
の
方
々
の
計
画
も
大
き
く
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
と
存
じ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

と
くtalk

が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
知
っ
て
い
く
機
会
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま

し
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
感
染
対

策
は
し
っ
か
り
と
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
日
々
の
学
生
生
活
も
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
状
態
に
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
後
の
状
況
次
第
で
は
あ
り
ま

す
が
、
保
護
者
の
方
々
も
徳
島
に
来
て

い
た
だ
く
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

春
号
の
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
を
お
手
に

し
な
が
ら
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
散
策

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Q 

徳
島
大
学
の
こ
と
を
知
る
機
会
と
な

り
あ
り
が
た
い
で
す
。
大
学
で
何
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
？ 

具
体
的
に
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
？ 

そ
れ
に

真
剣
に
取
り
組
む
学
生
さ
ん
た
ち
の
様

子
が
分
か
り
ま
し
た
。
又
、
学
問
だ
け

で
な
く
、
部
活
、
サ
ー
ク
ル
、
留
学
な

ど
な
ど
イ
キ
イ
キ
と
生
活
し
て
い
る
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

A 

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
秋
号
で
特
集
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
医
学
、
光
学
に
強
み
を
持
つ
、

本
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
医
光
／
医
工

融
合
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
本
学
で
ど
の
よ
う
な

学
び
を
得
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
情
報
を

と
くtalk

に
お
い
て
お
伝
え
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本

学
学
生
の
活
動
、
そ
し
て
活
躍
も
共
有

す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
本
学

を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

Q 

2
0
2
1
年
度
の
就
職
活
動
の
様

子
や
就
職
先
の
職
種
や
企
業
名
な
ど
掲

載
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
が
ど
の
よ
う

に
し
て
活
動
を
し
、
成
功
し
た
事
、
失

敗
し
た
事
な
ど
後
輩
の
学
生
達
に
ア
ド

バ
イ
ス
や
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

A 

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
毎
年
夏
号
に
は
就
職
状
況
・
各
種

国
家
試
験
合
格
状
況
に
つ
い
て
記
載
し

て
お
り
ま
す
。
更
に
秋
号
で
は
就
職
活

動
記
と
し
て
、
本
学
卒
業
生
・
修
了
生

よ
り
実
際
の
経
験
を
踏
ま
え
た
就
職
活

動
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
生
間

の
繋
が
り
を
作
る
こ
と
も
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
り
、
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
意
見
の
よ
う
に
、
と
く

talk

が
学
生
間
の
情
報
源
と
し
て
も
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
存

じ
ま
す
。

Q 

と
くtalk

が
電
子
版
に
移
行
し
た

場
合
、
今
の
ま
ま
で
は
読
み
に
く
く
感

じ
ま
す
。

文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
い
、
ペ
ー
ジ
の

つ
な
が
り
が
不
自
然
、
P
D
F
を
そ
の

ま
ま
ネ
ッ
ト
に
載
せ
て
い
る
だ
け
な
の

で
す
。

A 

と
くtalk

の
電
子
版
化
に
つ
い
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
伺
い
し
つ
つ
、
よ
り
ご
期
待
に

沿
う
広
報
手
段
を
不
断
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
の

と
くtalk

を
そ
の
ま
ま
P
D
F
化
し
て

電
子
版
と
す
る
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
読
み
づ
ら
い
で
す
ね
。
電
子
版
に

移
行
す
る
場
合
に
は
ぜ
ひ
、
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・ご
質
問
に

一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、と
くta

lk

編
集
専
門
部
会
か
ら

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
の
言
葉

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
は
、
地

域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
地
域

と
の
関
わ
り
な
ど
の
活
動
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
情

報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
江
戸
時
代
末
期
か

ら
近
年
に
徳
島
で
活
躍
し
た
医
師

た
ち
を
ま
と
め
、
そ
の
業
績
や
医

療
・
社
会
活
動
を
紹
介
し
た
著
書

『
阿
波
の
名
医
』（
医
学
部
医
学
科

同
窓
会
会
報
誌
『
青
藍
会
会
報
』
に

連
載
）
を
題
材
と
し
た
企
画
展
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
相
対
性
理

論
を
発
表
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
博
士
を
治
療
し
、
交
流
を
続
け

た
外
科
医
の
三
宅
速
、
近
代
産
科

学
の
創
始
者
賀
川
玄
悦
と
い
っ
た

日
本
の
医
療
界
に
顕
著
な
貢
献
を

し
た
医
師
や
、
本
学
初
代
学
長
中

田
篤
郎
を
は
じ
め
、
本
学
の
発
展

に
寄
与
し
た
人
物
を
特
集
し
、
パ

ネ
ル
等
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

第    

回 

企
画
展

  「
阿
波
の
名
医
」

2
0
2
2
年
10
月
20
日（
木
）～
2
0
2
3
年
2
月
28
日（
火
）
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【問い合わせ】 徳島大学総務部未来創造課広報係
TEL：088-656-7021  
E-mail：kohokakari@tokushima-u.ac.jp


